蔵の 二階 
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のであって、 夜分 は 決して 写経 はしない。 

人 は 写経 をす るよう になる と、 或は 写経 を 終える と、 

あとの 寿命 は 長くない。 そういう 不吉な こと を、 久子 

は どこから か 聞いて きた。 桂 介 は それ を 迷信 だと 笑つ 

たが、 カヨの 生活 状態 を 見て いると、 いくらか 気に か 

からない でもない。 写経が 遅々 として なかなか 進涉し 

ない の を、 ひそかに 窺って、 二人 は 却って 喜んでい る。 

カヨの 唯一 の 贅沢 は、 寝酒 を 飲む こと だ。 土蔵の 中 

は 冷える し、 風邪の 予防に、 というよ うな ことから、 

いつしか 毎晩の 癖と なって しまった。 卵酒 を 一 合 五 勺 

ほど、 二 階 に 持って 上って、 炬噠に は 〔り、 ぼ/? やり 



あろう。 そして 驚いた 身振りの ために、 視角が 変って、 

映像 はすつ かリ 消え失せる こと もあろう し、 自分の 映 

像 だと 認知され る もの だけが 残る こと もあろう。 

勤務先の 会社 や、 自宅で、 桂 介 は 硝子に 自分の 姿 を 

映して みた。 鮮明 度 はさま ざまで、 全身が くっきり 浮 

き 出す こ ともあれば、 ただ ぼんやりした 薄ら 影が さす 

こと も ある。 顔 だけの こと も あり、 額 だけの こと も あ 

リ、 手 だけの こと も ある。 その 不安定な 映像、 往々 に 

して 寸断され た 映像 を、 面白半分に 弄んで いるう ちに、 

彼 はなに か 不気味な 気持ちに なって きた。 怪しい もの 

が 身内に 浸み こんで くるよう な 厭ら しさ だ。 彼 は H- に 



彼女 は 自ら カヨ を 訪れて 来た。 

客まで 一切、 二階の 室に は 通さない ので ある。 二人 

は 一階で、 親しげ に 話 をした。 久子 はお 茶 を いれて、 

しばらく 世間話に 加わり、 それから 子供達 を 連れて 菓 

子 を 買いに 行った。 帰って来 ると、 二人の 気色が 変つ 

ていた。 美 津子は 菓子に も 手 をつ けず、 そこそこに 辞 

し 去った。 

珍ら しい ことに は、 カヨ はしん から 腹 を 立てて いた _ 

「あんな 厚かましい、 恩知らずの 成り 上り 者 は、 もう 

家に 寄せつ けて はいけ ません ご 

何 を そんなに 怒って るの か、 久子は 尋ね かねた し、 



出した。 カヨ は 時と すると、 桂 一 にお 噺 をして きかせ 

る。 短い 昔噺 だが、 訳の 分らない へんな の も ある。 

—— むかし、 或ると ころに お 化 屋敷が あった。 荒れ 

はてた 庭に、 大きな 蔓 がいつ ぱい 生えて いる。 それが 

化物だった。 化物 退治に、 力の 強い 人 や 武芸の 秀でた 

人が、 次々 に 出かけた が、 庭に はいると、 大きな 蔓の 

傘に おっかぶせられ、 その 傘が じ わじ わ 縮まって きて、 

息 絶えて しまう。 

勝つ 者が 〔# 「 勝つ 者が」 は 底本で は 「勝つ 者が 匕 な 

かった。 ところが、 一人の 智恵 者が あって、 塩 をた く 

さん 持って 出かけ、 蔓の 上に ふりかけ ると、 蔓は しぼ 
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